
投資家宣言

私たちは機関投資家として、世界的な栄養危機が生じていることを認識しています。乱れた食生活は不十

分な栄養状態をもたらし、死亡率および予防可能な非感染症疾患の増加を引き起こし、 などの感

染症に罹患して死亡するリスクも高くなります。さらに、乱れた食生活および低栄養は、個人、社会、お

よび経済に多大なコストをもたらすことから、飲食業界を中心とした幅広い業種で保有するポートフォリ

オや資産価値に、短期・中期、そして長期的に影響を与え得ることになります。

責任ある投資家として栄養課題に取り組むことは、受益者に対する受託者責任と一貫し、投資家、企業お

よび社会への相互利益がもたらされる行為であると認識しています。栄養に関する行動が世界各地で実施

されていますが、 年開催の第 回世界保健総会で設定された 目標を達成するためには、各国

政府による更なる行動が必要となります。

そのため、私たちは政策立案者に対して、時に財政政策や法規制を活用しながら、より健康的なパッ

ケージ食品（農作物以外の包装販売される全ての食品）が提供されるよう、地球規模での移行を推進す

ることを要請します。また、 国際栄養目標の達成に向けた国内外でのコミットメントの強化を

要請します。

また、私たちは全ての食品飲料会社に対し、以下の つの行動に取り組むよう呼びかけます：

 健康的な食品の売上比率、また商品ポートフォリオの中で健康的な食品が占める割合の年次報告

 （又は など、同様に独立した機関で開発され、ガバナンス体制が確立さ

れている）栄養プロファイリング・モデルを活用した健康商品の定義づけ

 「栄養、食、健康に関する投資家からの要望」のフレームワークを活用し、ガバナンス、戦略、ロビ

イング、透明性の つの柱に含まれる国際目標を採用

増え続ける栄養不良による影響をふまえ、食品飲料会社が関連するリスクと機会を適切に管理してい

るかを精査する必要があると認識しています。また、機関投資家として、民間セクターにおける行動

を加速させる役割があることも認識し、以下の様なコミットメントを行ないます。

• 私たちは「栄養、食、健康に関する投資家からの要望」のフレームワークを活用し、それぞれの

責任投資のスタイルに合わせて、その内容を企業分析および取締役員や経営陣との対話を行う際

に利用します。また、投資対象となる各企業のビジネスモデルや新たなトレンドから受ける影響

や対応度合に合わせて活用します。

• 上述の投資家要望に共に賛同する私たち投資家は、直接、または運用を委託している運用会

社を通じて、 の対象となる の上場食品飲料会社と直接エンゲ

ージメントを行うことを約束します。その際には、先の投資家要望を用います。

• エンゲージメントに関する情報は、四半期報告書やスチュワードシップ報告書、エンゲージ

メントレポート、 サイト上、または が公開する署名

機関の活動報告書のいずれかを通じて開示します。

• エンゲージメントから得られた洞察は、投資における分析と、場合によっては投資判断にお

いて活用します。

私たちのエンゲージメントの目的は、食品・飲料会社が世界的な栄養問題に関連するビジネスリスク

と影響を最小限に抑え、投資家の利益と社会への還元を高めることです。具体的には、各社が製品の

栄養価を改善し、適切なラベル付け、価格設定、流通、販売促進、および広告を通じて、顧客が健康

的な製品を選択することを奨励することです。各社がすべての市場で一貫した高い水準での国際基準

を採用し、より厳しい国内基準が存在する場合はそれを遵守するように求めます。

https://accesstonutrition.org/app/uploads/2021/10/Investor-Expectations-JP-translation-FINAL-website.pdf
https://accesstonutrition.org/


投資家要望を活用することをここに約束することにより、私たちは世界が直面している栄養の課題に取り

組み、世界保健機関が掲げる栄養目標と 年達成を目標とした持続可能な開発目標（ ）の実現に

貢献するという、私たちのコミットメントを表します。

年 月 日時点において、合計で 兆米ドルの運用資産を代表する機関投資家が当宣言に署名

しています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


